
 

問 い 合 わ せ 先 

 新しい不等像視検査装置を用いた不等像視の評価に関する研究のお知らせ 

 

帝京大学医学部附属病院では以下の研究を行います。 

本研究は、倫理委員会の審査を受け承認された後に、関連の研究倫理指針に従って実施されるものです。 

研究期間： 2020 年 10 月 9 日承認 ～  2023 年 3 月 31 日 

〔研究課題〕  

Spatial Aniseikonia Test を用いた不等像視の評価 

〔研究目的〕  

新しい不等像視検査装置である Spatial Aniseikonia Test を用いて不等像視の評価を行います。 

〔研究意義〕  

  不等像視とは左右の眼に感じる同一物体の像の大きさや形が異なる状態をいいます。 

従来の不等像視検査装置は測定精度が低く、縦方向の不等像視しか測定を行えません。今回使用す

る Spatial Aniseikonia Test (SAT) は測定精度が高く、不等像視を詳細に測定することが可能です。 

SAT を用いた不等像視の報告は、測定精度と、健常者における全面不等像視の割合を調べたのみで、そ

の他の検討は行われていません。本研究では、SAT を用いて不等像視を測定した疾患を後ろ向きに検討し、

不等像視の種類と影響する因子について検討を行います。 

 

〔対象・研究方法〕  

 

・対象：不同視弱視患者 

     網膜・脈絡膜疾患患者 

・除外基準：片眼の視力が 0.3 未満の方 

        眼内レンズを挿入しているもの 

〔研究機関名〕   

帝京大学 医療技術学部 視能矯正学科 

〔個人情報の取り扱い〕 

匿名化して個人が特定できないようにする。 

 対象となる患者様で、ご自身の検査結果などの研究への使用をご承諾いただけない場合や、研究について

より詳しい内容をお知りになりたい場合は、下記の問い合わせ先までご連絡下さい。 

ご協力よろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

研究責任者：瀧川 流星  
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